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学校法人 兵庫医科大学 

平成 25 年度 事業報告 
 

Ⅰ. 法人の概要  
 
１．沿  革（平成 23 年度～25 年度の 3 年間を抜粋） 
 平成 23 年 3 月 兵庫医科大学 大学基準協会の認証評価により、大学基準適合の認定 

 平成 24 年 11 月 兵庫医療大学大学院薬学研究科設置認可 

  11 月 学校法人兵庫医科大学中医薬孔子学院設立 

 

 11 月 
兵庫医科大学 アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校と学術交流に関する 

基本合意書を締結 

  12 月 兵庫医科大学病院 急性医療総合センター完成（開学 40 周年記念事業） 

 平成 25 年 3 月 兵庫医療大学 大学基準協会の認証評価により、大学基準適合の認定 

  5 月 兵庫医科大学 ブルガリア共和国ソフィア医科大学との学術交流に関する協定を締結 

 平成 26 年 3 月 兵庫医療大学 オーストラリア連邦アデレード大学と学術交流に関する基本合意書を締結

  4 月 兵庫医科大学 研究医養成枠として 2名増員し、入学定員は 112 名となる。 

 

２．設置する学校・学部・学科等（平成 25 年 5 月 1 日現在）    （単位：人） 

学 校 名 学部・学科等名 入学定員 
平成 25 年度

入学者数 
収容定員 現 員 

兵庫医科大学 

（学長：中西憲司）

昭和 4７年 4 月開学

大学院 

 医学研究科 
60 45 240 172 

医学部 

 医学科 
110 111 650 682 

兵庫医療大学 

（学長：馬場明道）

平成 19 年 4 月開学 

大学院 

 薬学研究科 
3 3 3 3 

大学院 

 看護学研究科 
8 8 16 16 

大学院 

 医療科学研究科
8 8 14 17 

薬学部 

医療薬学科 
150 171 900 959 

看護学部 

看護学科 
100 108 400 424 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 

 理学療法学科 
40 44 160 181 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 

作業療法学科 
40 46 160 191 
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３．キャンパスの所在地 

学校法人兵庫医科大学 

西宮キャンパス  兵庫県西宮市武庫川町 1 番 1 号（〒663－8501） 

兵庫医科大学 医学部 医学科 

       大学院 医学研究科 

兵庫医科大学病院 

 

篠山キャンパス  兵庫県篠山市黒岡 5 番地（〒669－2321） 

          兵庫医科大学 ささやま医療センター 

                 リハビリテーションセンター 

          兵庫県篠山市黒岡 36 番地（〒669－2321） 

兵庫医科大学 ささやま老人保健施設 

                 ささやま居宅介護支援事業所 

 

神戸キャンパス  兵庫県神戸市中央区港島 1 丁目 3 番 6（〒650－8530） 

兵庫医療大学 薬学部 医療薬学科 

                 看護学部 看護学科 

                 リハビリテーション学部 理学療法学科 

 作業療法学科 

                 大学院 薬学研究科 

                 大学院 看護学研究科 

                 大学院 医療科学研究科 

 

 

４．役員・評議員・教職員の概要 

（1） 役 員 （平成 26 年 3 月 31 日現在） 

理 事【定員 17～19 名・現員 18 名】（常勤 13 名、非常勤 5 名） 

監 事【定員 2～3 名・現員 3 名】（常勤 1 名、非常勤 2 名） 

（2） 評議員 （平成 26 年 3 月 31 日現在） 

【定員 38～42 名・現員 38 名】 
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５．教職員数（職種別：平成 26 年 3 月 31 日現在） 

教員・医師

25.5%（869名）

医療技術職員

(助産師・看護師

等を除く）

11.0%（376名）
助産師・看護師等

32.2%（1,099名）

その他技術職員

7.4%（253名）

福祉職員

1.7%（58名）

事務職員

15.4%（526名）

技能・労務職員

6.7%（228名）

 
Ⅱ．事業の概要 
 

《法 人》 
○ 第 2 次中期事業計画の策定 

   前年度に理事会の承認を得た基本構想に基づき設定した 6 領域について領域担

当理事を決め、この各領域担当理事が中心となって、各部門長との調整を行ないな

がら、領域ごとの施策を策定し、7 月の理事会で第 2 次中期事業計画（2013～2017）

が承認された。 

   また、第 2 次中期事業計画のサブタイトルを「連携と進化」と定めるとともに、

教職員全員に周知するため、教職員用ホームページ、パンフレットの作成、3 キャ

ンパスでの中期事業計画報告会を開催した。 

 

○ 経営常務会の開催 

   第 2 次中期事業計画の経営管理・財務領域の施策に基づき、常務会とは別に経営 

常務会をあらたに実施した。経営常務会の内容は、第 2 次中期事業計画の施策、決 
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算・財政シミュレーション分析、事業計画を通じた個別重要課題、26 年度の事業 

計画、予算の策定など計 10 回開催した。 

 

○ 経営分析セミナー 

日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報センター経営支援室より講師を招き、 

平成 26 年 2 月 4 日に「附属病院等における病床・医師数等に係るアンケート調査

結果から見た兵庫医科大学病院の現状について」の講演を全教職員対象に行なった。 

また、理事、関係事務職員対象に、広報活動、FD、研究組織等の本学の課題に

ついて、懇談形式でのセミナーを実施した。 

 

○ マスメディアとの懇談会 

兵庫医科大学及び兵庫医療大学の教育・研究、並びに兵庫医科大学病院の診療 

に関して広く地域社会に理解していただくため、積極的に情報発信を図ることを目 

的にマスメディアとの懇談会（7社 9名が参加）を実施した。 

 

○ 事務局 WEB 勤怠 

事務局の WEB 勤怠について、平成２４年度中期からテスト運用を行なっていたが、

正確な勤怠管理を行なうため、西宮キャンパス・神戸キャンパスの正職員・嘱託職

員・再雇用の常勤職員については平成２５年１０月１日勤怠分から、篠山キャンパ

スの正職員・嘱託職員・再雇用の常勤職員については、平成２６年１月勤怠分から、

さらに、各キャンパスのアルバイト職員については、平成２５年１２月１６日(月)

勤怠分から本格運用を開始し、３キャンパスの事務局職員全てに WEB 勤怠システム

を導入した。 

今後、WEB 勤怠システムの安定運用を図り、メディカルスタッフ部門にも拡充す

ることを検討する。 

 

○ 専門業務型裁量労働制の導入 

研究を主として業務を行う基礎・教養系教員を対象として、専門業務型裁量労働

制を導入することとして準備を進め、平成２６年４月から導入した。これは、業務

の性質上、業務遂行の手段や方法、時間配分等を大幅に労働者の裁量にゆだねる必

要がある業務として厚生労働省令及び厚生労働大臣告示によって定められた業務

の中から、対象となる業務を労使で定め、労働者を実際にその業務に就かせた場合、

労使であらかじめ定めた時間働いたものとみなす制度である。 

 

○ 過重労働による健康障害防止 

「長時間にわたる労働による労働者の健康障害の防止を図るための対策の樹立に

関すること」について、平成２５年４月１日付で、「学校法人兵庫医科大学長時間勤

務による健康障害を防ぐための面接指導実施要領」を制定し、１か月１００時間超

えの労働者を含む長時間勤務の者に対する健康障害防止に関してルールを策定し、
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大学内で周知した。 

 

○ 補助金  

平成 25 年度 私立大学等経常費補助金について、下表のとおりの交付があった。 

  （金額単位：千円） 

  一般補助 特別補助 合計 

兵庫医科大学 1,504,313 180,509 1,684,822 

兵庫医療大学 440,462 22,004 462,466 

合計 1,944,775 202,513 2,147,288 

 

○ 学校法人兵庫医科大学基金 

平成 25 年 4 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日までの申込み実績は次の通り。 

受配者指定寄付金 特定公益増進法人 合  計 

件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円）

25 4,500,000 202 16,688,000 227 21,188,000

（平成 20 年度開始からの累計申込み実績） 

受配者指定寄付金： 245 件  44,855,000 円 

特定公益増進法人： 685 件  48,735,498 円 

合   計  ： 930 件  93,590,498 円 

 

○ 兵庫医科大学開学 40 周年記念事業募金 

受配者指定寄付金 特定公益増進法人 合  計 

件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円） 件数（件） 金額（円）

35 77,275,000 99 46,930,068 134 124,205,068

（平成 20 年度開始からの累計申込み実績） 

受配者指定寄付金： 174 件  825,635,000 円 

特定公益増進法人： 427 件   287,130,068 円 

合   計  ： 601 件  1,112,765,068 円 

 

○ 学校法人兵庫医科大学中医薬孔子学院 

【教育支援活動】 

（１）〔兵庫医科大学 学生向け〕医療中国語講義 

受講者数：３０名（２年生～４年生） 

開講期間：平成２５年９月～１０月 計７回 

 

（２）〔兵庫医科大学 学生向け〕「東洋医学入門講義」 

受講者数：３年生：１１９名 

４年生：１０６名 
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開講期間：３年生：平成２５年１０月 計１０回      

４年生：平成２５年 ９月 計１２回 

 

（３）〔兵庫医科大学 学生向け〕レベルアップ講義「太極拳入門」 

受講者数：３０名（２年生～４年生） 

開講期間：平成２５年５月～７月 計６回 

 

（４）〔兵庫医療大学 学生向け〕「漢方医学入門講義」 

受講者数：１年生：１７８名 

開講期間：平成２５年６～７月 計８回 

 

（５）〔兵庫医療大学 学生向け〕「漢方治療学」 

受講者数：４年生：１０４名 

開講期間：平成２５年６～７月 計８回 

 

（６）〔兵庫医療大学 学生向け〕「漢方方剤学」 

受講者数：４年生：１１名 

開講期間：平成２５年９～１０月 計８回 

 

（７）〔兵庫医療大学 学生向け〕「臨床漢方治療学」 

受講者数：４年生：８名 

開講期間：平成２５年１０月 計８回 

 

（８）北京中医薬大学への短期留学 

参加者：兵庫医療大学 薬学部５年生 13 名、引率教員 4名 

留学期間：平成２５年１１月２０日～２９日 ９泊１０日 

 

【社会貢献活動】 

（１）兵庫医療大学 看護学部「太極拳・ツボ」講座 

受講者数：７名（兵庫医療大学看護学部教員） 

開講期間：平成２５年７月～９月 計５回（1 回：９０分） 

 

（２）「エコチル太極拳講座」 

  受講者数：約１０名（エコチル調査参加者、教職員） 

  開講期間：平成２５年１１月～継続中（全６回） 

 

（３）中医薬体験会 

中医薬体験展示センターの公開（本孔子学院図書室）中医薬文化体験を開催し、中

医薬文化の特色を表現する 
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期 間：平成２５年４月～継続中（１か月 １回程度） 

対象者：本学教職員等 （参加者のべ人数：約１００名） 

 

（４）図書管理、中医薬展示 

中医薬に関係する器具等の現地買い付けを行い、漢方（ツムラ寄贈）を含む中医薬

文化に関する展示、孔子学院本部寄贈の図書約２０００冊の管理、登録を行った。

公開に向けて準備が完了した。 

 

（５）市民健康講座について 

平成２５年５月２４日（金） 約 70 名 北京中医薬大学 張病院長 総合研修棟 

平成２５年５月２４日（金） 約 70 名 北京中医薬大学 卢教授 総合研修棟 

平成２５年７月２８日（日） 20 分×４回 約 170 名 邬副学院長 関西外国語大学 

平成２５年８月３１日（土） 約 40 名 邬副学院長 総合研修棟 

平成２５年８月３１日（土） 約 40 名 李漢方内科・外科クリニック 李院長 総合

研修棟 

平成２５年９月２１日（土） 約 40 名 邬副学院長 総合研修棟 

平成２５年９月２１日（土） 約 30 名 李漢方内科・外科クリニック 李院長 総合

研修棟 

平成２５年１２月１５日（日） 約 60 名 鄔副学院長 岡山商科大学 

平成２５年１２月２１日（土） 約 80 名 鄔副学院長 兵庫医療大学 

 

（６）セミナー開催について 

平成２５年９月２０日 約 70 名 漢方医学セミナー（共催） 

講師：恵紙英昭先生（久留米大学医学部 教授） 兵庫医大講義室 

 

（７）医師・薬剤師向け中医薬講座 

「卒後漢方薬教育セミナー」 

平成２５年１１月１６日（土） 約１００名 

講師：牧野利明先生（名古屋市立大学 准教授）他３名 兵庫医療大学講義室 

 

【研究活動】 

（１）学術シンポジウム開催 

開催：平成２５年５月２３日（木） 兵庫医療大学オクタホールにて 

参加者：２２３名 

講演者：「基調講演」日本側１名、「招聘講演」中国側１名、日本側１名、「シンポ

ジスト」中国側１名、日本側４名  

 

（２）若手研究活動 

参加公募型共同研究：医科大学院生、ポスドク２名、医療大学院生、助手、助教５
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名 計７名が参加 

課題公募型共同研究：医科大学助教２名、医療大学助手２名 計４名が参加（補助

金各 50 万円付与） 

 

【総合活動】 

（１）パンフレットの発行  ５月発行済み（８００部） 

 

（２）定期的な機関紙発行 「杏林ニュース」２～３か月おきに発行（７月・１０月・

１月発行済み） 

 

（３）孔子学院世界大会 

開催：平成２５年１２月７日（土）・８日（日） 中国 北京にて 

参加者：本孔子学院３名 

 

（４）孔子学院アジア大会 

開催：平成２５年５月２９日（水）～３１日（金） カンボジア プノンペンにて 

参加者：本孔子学院３名 

 

（５）日本協議会 

開催：平成２５年１１月１日（金）・２日（土） 岡山商科大学にて 

参加者：本孔子学院５名 

  

（６）孔子学院理事会開催 

   開催：平成２５年５月２３日（木）、１２月２６日（木） 

テレビ会議形式にて北京中医薬大学と理事会を２回開催 

 

（７）学長訪問団 

期間：平成２５年１１月６日（水）～１０日（日） 中国 北京にて 

参加者：馬場学長、太城病院長、西山薬学部長、辻野国際交流委員長他２名 

 

（８）孔子学院１０周年記念動画作成 

  期間：平成２６年２月～３月（約１５分の動画 作成済み） 

 

 

《兵庫医科大学》 
○ 平成 26 年度医学部入学試験 
   平成 26 年度の学生募集は、入学定員 112 名（年度途中に研究医養成枠 2 名が文部科学

省より認められ増員）とし、一般公募制推薦入試、地域指定制推薦入試、一般入試及び大

学入試センター試験利用入試の入学試験を実施した。 
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１）推薦入学試験 

区分 一般公募 地域指定 

出願者 99 名 48 名

合格者 15 名 5 名

 

 

２）一般入学試験 

区   分 人 数 

出 願 者 2,023 名

第 1 次試験合格者 389 名

第 2 次試験合格者 80 名

補 欠 者 252 名

 

 

３）大学入試センター試験利用入学試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）入学者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 医学部入学定員増員（研究医） 

 平成 26 年度より、医学部入学定員増員（研究医養成枠）が文部科学省から認めら

れたことにより、平成 26 年度入学定員は、110 名から 112 名に変更された。 

研究医コースは、第３学年次を対象とした「研究の基礎を身に付ける研究医プレコ

ース」と第４～第６学年次を対象とする「テーマを持って研究する研究医専門コース」

からなるものであり、今後詳細なカリキュラムを構築する。 

区   分 人 数 

出   願   者 988 名

第 1 次試験合格者 294 名

第 2 次試験合格者 16 名

補   欠   者 65 名

区    分 人 数 

入 

学 

者 

一般公募制推薦入試 

地域指定制推薦入試 

一般入試 

センター試験利用入試 

15 名

5 名

80 名

14 名

合    計 114 名
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○ 平成 26 年度大学院入学試験 

  入学試験は、前期募集については平成 25 年 9 月 13 日（金）に、後期募集につい 

ては平成 26 年 2 月 14 日（金）に、外国語試験及び口述試験（面接）が実施され、

合格者の発表は平成 25 年 10 月 4 日（金）及び平成 26 年 3 月 14 日（金）に行われ

た。 

 

１）前期募集 

区分 
人

数 

内        訳 

医 科 学 専 攻 先 端 医 学 専 攻 

器官・代謝

制御系 
高次神経

制御系 
生体応答

制御系 
生体再生

制御系 
環境病態

制御系 
分子病態 
制御系 

疼痛情報

制御系 
分子再生

医学系 

出願者 16 8 3 3 0 1 0 0 1 

受験者 16 8 3 3 0 1 0 0 1 

合格者 16 8 3 3 0 1 0 0 1 

入学者 16 8 3 3 0 1 0 0 1 

２）後期募集 

区分 
人

数 

内        訳 

医 科 学 専 攻 先 端 医 学 専 攻 

器官・代謝

制御系 
高次神経

制御系 
生体応答

制御系 
生体再生

制御系 
環境病態

制御系 
分子病態 
制御系 

疼痛情報

制御系 
分子再生

医学系 

出願者 34 13 8 8 0 3 2 0 0 

受験者 34 13 8 8 0 3 2 0 0 

合格者 34 13 8 8 0 3 2 0 0 

入学者 34 13 8 8 0 3 2 0 0 

 

 

○ 医師国家試験 

第 108 回医師国家試験 

１）本学の状況 

新   卒 既   卒 計 

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 

101 99 98.0 13 10 76.9 114 109 95.6 

２）全国の状況（合格率）                          

新卒・既卒別

私立・全国別 

 

新 卒 既 卒 計 

私 立 平 均 92.5 67.0 89.7 

全 国 平 均 93.1 59.4 89.8 
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○ 国際交流 

（1）中華人民共和国汕頭大学医学院との学術交流に関する協定に基づき、本学におけ

る受け入れおよび汕頭大学医学院への派遣を実施した。本学では、病原微生物、肝・

胆・膵外科において汕頭大学医学院学生を 2名受け入れ、各 2週間ずつ計 4 週間の

研修を行った。また、汕頭大学医学院では、平成 26 年 3 月 20 日(木)から 3 月 27

日(木)までの8日間、李嘉誠財団の支援を受けて、本学医学部第1学年次学生1名、

第 3学年次学生 1名、第 4学年次学生 2名の計 4名が汕頭大学第一附属病院、第二

附属病院、白内障センター、口唇口蓋裂センターの見学と医療ボランティアに参加

した。 

 

（2）中華人民共和国天津医科大学との学術交流に関する協定に基づき、平成 25 年 11

月 20 日(水)に、本学において第 7 回国際学術交流シンポジウムを開催した。シン

ポジウムでは、佐野主任教授、井上病院助手ならびに天津医科大学から招聘した王

教授及び逄副主任が講演を行い、相互の学術交流を深めた。 

 

（3）クロアチア共和国リエカ大学医学部との交換留学 

   クロアチア共和国リエカ大学医学部との学術交流に関する協定により、本学との

大学間交換留学を実施した。 

   本学では、小児外科、歯科口腔外科、救命救急センターにおいてリエカ大学学生

を各 1名受け入れ、また、リエカ大学では、本学医学部第 5学年次学生を呼吸器内

科、整形外科、産科婦人科において各 1名受入れていただき、夫々4 週間の病棟研

修を行った。 

 

（4）アメリカ合衆国ラトガース大学ロバートウッドジョンソンメディカルスクール（現

在正式な学術交流に関する協定の締結に向け調整中）からは、救命救急センターに

おいて 1 名受け入れ、2 週間の病棟研修を行った。 

 

（5）協定外の学術交流 

   アメリカ合衆国コロンビア大学では、本学医学部第 6学年次学生 1名が、循環器

内科において 4週間の病棟研修を行った。 

   また、ワシントン大学医学部では、平成 25 年 8 月 10 日(土)から 8 月 17 日(土)

までの 8 日間、社会福祉法人枚方療育園の支援を受けて、本学医学部第 5学年次学

生 10 名が生命倫理の講義や病院見学に参加した。 
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○ 補助金 

 

１）平成２５年度科研費  

研究種目名 件数 
 

総交付額 
直接経費 間接経費 

基盤研究（Ａ） 2 16,200,000 4,860,000 21,060,000 

基盤研究（Ｂ） 13 54,700,000 16,410,000 71,110,000 

基盤研究（Ｃ） 77 100,300,000 30,090,000 130,390,000 

挑戦的萌芽研究 12 15,500,000 4,650,000 20,150,000 

新学術領域研究 1 1,900,000 570,000 2,470,000 

研究活動ｽﾀｰﾄ支援 2 2,100,000 630,000 2,730,000 

若手研究（Ａ） 1 6,600,000 1,980,000 8,580,000 

若手研究（Ｂ） 30 35,700,000 10,710,000 46,410,000 

奨励研究 6 3,500,000 0 3,500,000 

計 144 236,500,000 69,900,000 306,400,000 

 

 

２）平成２５年度厚生労働科学研究費補助金 

研究事業名 件数 総交付額 
直接経費 間接経費 

がん臨床研究事業 1 9,385,000 2,815,000 12,200,000

難治性疾患等克服研究事業 1 4,500,000 1,350,000 5,850,000

計 2 13,885,000 4,165,000 18,050,000

 

 

《兵庫医科大学病院》 
○ 患者数  

  対前年度 

入院患者数 延患者数（在院＋退院） 299,169 人 102.1％ 

 1 日平均  819.6 人 102.0％ 

 平均在院日数（一般） 12.7 日 0.1 日 

 平均在院日数（全体） 13.1 日 0 日 

外来患者数 延患者数    653,530 人 100.8％ 

 1 日平均   2,420.5 人 100.4％ 
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○ 平成 25 年度第 1 回兵庫医科大学病院防災訓練（プレ訓練） 

9 月 27 日（金）に大規模災害の発生により、多数の負傷者が急性医療総合セン

ターに搬送された場合を想定し、患者を円滑に受入れ、トリアージを行うことを目

的とした防災訓練を実施し、医師、看護師、メディカルスタッフ、事務職員、医学

部生（4 年生）約 80 名が参加した。 

 

○ 平成 25 年度第 2 回兵庫医科大学病院防災訓練 

12 月 20 日（金）に大規模災害の発生により、多数の負傷者が急性医療総合セン

ターに搬送された場合を想定し、患者を円滑に受け入れ、トリアージを行うことを

目的とした防災訓練を実施し、医師、看護師、メディカルスタッフ、事務職員、医

学部学生（4 年生）約 220 名が参加した。 

 

○ 市民健康講座 

平成 25 年度実施の市民健康講座は次の通り。 

講演日 テーマ 参加者数

4月24日 精神科神経科 医師 松永　寿人 高齢者のうつについて 50名

5月15日 内科　上部消化管科 医師 福井　広一 ヘリコバクターピロリ感染胃炎と除菌について 66名

6月5日 上部消化管外科 医師 竹村　雅至 胸やけのことをもっと知ろう 51名

6月26日 血液内科 医師 池亀　和博 造血幹細胞移植について 42名

7月10日 内科　肝胆膵科 医師 齋藤　正紀 肝硬変と栄養 34名

7月24日 臨床検査技術部
臨床検
査技師

藤井　誠治 採血を受けていただくにあたって 33名

8月14日 小児外科 医師 奥山　宏臣 小児内視鏡外科手術の現況 -きずのない手術- 19名

9月4日 整形外科 医師 森山　徳秀 高齢者の脊椎疾患 37名

9月25日 泌尿器科 医師 山本　新吾 前立腺癌の早期発見 -前立腺癌根治的治療の最前線- 60名

10月9日 内科　下部消化管科 医師 應田　義雄 最新の大腸腫瘍に対する内視鏡治療 43名

10月23日 肝・胆・膵外科 医師 黒田　暢一 膵臓がんのはなし 60名

11月13日 麻酔科 医師 岡野　紫 麻酔を安全に受けるために 29名

12月4日
内科　リウマチ・膠
原病科

医師 北野　将康 関節リウマチの最新治療 79名

12月18日 小児科 医師 田中　靖彦 こどもの感染症 9名

1月15日 脳神経外科 医師 吉村　紳一 脳卒中になりたくない方へ 65名

1月29日 内科　呼吸器・RCU科 医師 寺田　貴普 肺癌の診断と治療について 51名

2月19日 臨床栄養部
管理栄
養士

三野　幸治 がん予防のための食事 88名

3月5日 内科　神経・脳卒中科 医師 木村　卓 てんかん治療の実際 36名

3月19日 臨床心理部 講師 村田　正章 ストレスとのつき合い方 71名

講演者
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○ 主な補助金 

・ 救命救急センター運営補助金 108,546,000 円 

・ 臨床研修事業に係る国庫補助金（医科） 77,518,000 円 

・ 臨床研修事業に係る国庫補助金（歯科） 4,018,000 円 

・ 文部科学省大学改革推進等補助金  

  ・周産期医療環境整備事業 32,718,000 円 

  ・周産期医療施設設備整備事業 29,631,000 円 

  ・病院業務改善推進事業 17,410,000 円 

  ・未来医療研究人材養成拠点形成事業 36,261,000 円 

・ 臓器移植コーディネーター委託費 5,354,000 円 

・ 
阪神南圏域（西宮市・芦屋市） 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ支援ｾﾝﾀｰ運営委託費 
537,500 円 

・ 肝疾患診療連携拠点病院補助事業補助金 2,652,000 円 

・ がん診療連携拠点病院機能強化事業補助金 8,000,000 円 

・ エイズ中核拠点病院業務委託費 178,000 円 

・ 兵庫県認知症疾患医療センター運営委託費 4,838,000 円 

・ 認知症対応医療機関連携強化事業 1,952,000 円 

・ 周産期母子医療センター運営費補助金 3,581,000 円 

・ 産科医等育成・確保支援事業補助金 516,000 円 

・ HIV 感染者等保健福祉相談事業委託費 1,000,000 円 

 合       計 334,710,500 円 

 

 

 

《ささやま医療センター・ささやま老人保健施設》 
○ 患者数 

１）ささやま医療センター 

入院患者数 42,604 人 （延数） 

〃   一日平均 116.7 人  

外来患者数 71,815 人 （延数） 

〃   一日平均    295.5 人  

 

 

２）ささやま老人保健施設 

入 所 29,669 人 （延数） 

  〃  一日平均 81.3 人  

短期入所 4,960 人 （延数） 

  〃  一日平均 13.6 人  
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通 所 9,916 人 （延数） 

通所リハビリ  一日平均 40.6 人  

予防通所 2,673 人 （延数） 

  〃  一日平均 11.0 人  

 

○ 病院機能評価受審  

9 月 10 日～11 日の 2日間にわたって、公益財団法人日本医療機能評価機構によ

る病院機能評価（3rdG:Ver.1.0 一般病院 1）の訪問審査を受け、12 月 6 日付で認

定の評価を受けた。 

 

○ 篠山旧病院 1・2・3 病棟解体工事と駐車場整備 

新看護師宿舎建設にあたり、平成 25 年 4 月～7 月までの間、代替の駐車スペー

スを確保するため、隣接する篠山旧病院 1・2・3病棟ほかを解体し駐車場を整備す

る工事を実施した。 

 

○ 新看護師宿舎の建設 

看護師確保対策の一環として、平成 25 年 8 月～平成 26 年 3 月までの間、新看護

師宿舎の建設工事を実施した。（平成 26 年 3 月 21 日完成） 

 

○ マイクロバスの導入 

教職員、学生の送迎、患者、患者家族等の送迎を目的に、11 月 27 日、マイクロ

バス（29 人乗り）を導入し、12 月 2 日から運行開始した。 

 

 

《兵庫医療大学》 
○ 平成 26 年度兵庫医療大学入学試験 

平成 26 年度学生募集は、推薦入学試験（専願公募制・指定校推薦・公募制Ａ日

程・公募制Ｂ日程）、一般入学試験（前期Ａ日程・前期Ｂ日程・前期Ｃ日程・後期

日程・大学入試センター試験利用入学試験前期日程・大学入試センター試験利用入

学試験後期日程）を次のとおり実施した。 

 

１）推薦入学試験（専願公募制）                 

区分 薬学部 看護学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 

理学療法学科 作業療法学科 

募集人員 20 25 10 15 

出願者数 54 175 120 52 

受験者数 53 175 120 51 

合格者数 25 25 14 15 

入学者数 24 25 14 15 
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２）推薦入学試験（指定校推薦入学制度） 

区分 薬学部 

募集人員 10 

出願者数 9 

受験者数 9 

合格者数 9 

入学者数 9 

 

３）推薦入学試験（公募制Ａ日程）  

区分 薬学部 看護学部 

募集人員 15 10 

出願者数 191 273 

受験者数 189 273 

合格者数 62 30 

入学者数 29 16 

 

４）推薦入学試験（公募制Ｂ日程） 

区分 薬学部 

募集人員 10 

出願者数 142 

受験者数 141 

合格者数 27 

入学者数 21 

 

５）一般入学試験（前期Ａ日程） 

区分 薬学部 看護学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 

理学療法学科 作業療法学科 

募集人員 35 50 20 13 

出願者数 309 532 253 75 

受験者数 303 528 250 75 

合格者数 85 119 47 31 

入学者数 39 55 23 18 
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６）一般入学試験（前期Ｂ日程） 

区分 薬学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 

理学療法学科 作業療法学科 

募集人員 25 6 8 

出願者数 208 124 42 

受験者数 206 124 41 

合格者数 46 16 20 

入学者数 17 5 12 

 

７）一般入学試験（前期Ｃ日程） 

区分 薬学部 

募集人員 15 

出願者数 182 

受験者数 166 

合格者数 22 

入学者数 11 

 

８）一般入学試験（後期日程） 

区分 薬学部 看護学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 

理学療法学科 作業療法学科 

募集人員 10 7 2 2 

出願者数 164 86 19 8 

受験者数 161 85 18 7 

合格者数 16 7 2 2 

入学者数 4 5 2 2 

 

９）大学入試センター試験利用入学試験前期日程 

区分 薬学部 看護学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 

理学療法学科 作業療法学科 

募集人員 5 5 2 2 

出願者数 77 74 43 22 

受験者数 76 74 42 22 

合格者数 18 11 8 6 

入学者数 1 0 1 1 
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１０）大学入試センター試験利用入学試験後期日程 

区分 薬学部 看護学部 

募集人員 5 3 

出願者数 10 14 

受験者数 10 14 

合格者数 5 4 

入学者数 4 2 

 

１１）合計 

区分 薬学部 看護学部 
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 

理学療法学科 作業療法学科 

募集人員 150 100 40 40 

出願者数 1,346 1,154 559 199 

受験者数 1,314 1,149 554 196 

合格者数 315 196 87 74 

入学者数 159 103 45 48 

 

 

○ 平成 26 年度兵庫医療大学大学院入学試験  

平成 26 年度大学院入学試験を次のとおり実施した。 

1．入学試験 I 期（薬学研究科、看護学研究科、医療科学研究科） 

区分 薬学研究科 看護学研究科 医療科学研究科 

募集人員 3 8 8 

出願者数 0 1 9 

受験者数 0 1 9 

合格者数 0 1 9 

入学者数 0 1 9 

 

2．入学試験 II 期（薬学研究科、看護学研究科） 

区分 薬学研究科 看護学研究科 

募集人員 若干名 若干名 

出願者数 1 7 

受験者数 1 7 

合格者数 1 7 

入学者数 1 7 
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3．入学試験 III 期（薬学研究科） 

区分 薬学研究科 

募集人員 若干名 

出願者数 1 

受験者数 1 

合格者数 1 

入学者数 1 

 

 

 

○ 国家試験 

第 99 回 薬剤師国家試験  

区 分 
新 卒 既 卒 

受験者数 合格者数 合格率<％> 受験者数 合格者数 合格率<％>

本 学 117  60 51.3  59 26   44.1 

本学昨年度 125  81 64.8    

全 国 8,822  6,219 70.5 2,517  1,003  39.8 

 

第 103 回 看護師国家試験   

区 分 
新 卒 既 卒 

受験者数 合格者数 合格率<％> 受験者数 合格者数 合格率<％>

本 学 101  101 100.0  

本学昨年度 106  106 100.0 1 1  100.0 

全 国 52,914  50,349 95.2 5,977 2,551  42.7 

 

 

第 100 回 保健師国家試験    

区 分 
新 卒 既 卒 

受験者数 合格者数 合格率<％> 受験者数 合格者数 合格率<％>

本 学 101  97 96.0 2 0  0.0  

本学昨年度 106  102 96.2 5 4  80.0 

全 国 16,555  14,698 88.8 753 272  36.1 
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第 97 回 助産師国家試験    

区 分 
新 卒 既 卒 

受験者数 合格者数 合格率<％> 受験者数 合格者数 合格率<％>

本 学 7  6 85.7  

本学昨年度 8  8 100.0  1  1   100.0 

全 国 2,042  1,993 976 37 22  59.5 

       

 

第 49 回 理学療法士国家試験   

区 分 
新 卒 既 卒 

受験者数 合格者数 合格率<％> 受験者数 合格者数 合格率<％>

本 学 45  45 100.0 1 0 0.0 

本学昨年度 43  42 97.7  

全 国 9,889  8,924 90.2 1,240 391  31.5 

       

 

第 49 回 作業療法士国家試験    

区 分 
新 卒 既 卒 

受験者数 合格者数 合格率<％> 受験者数 合格者数 合格率<％>

本 学 39  38 97.4 2 2  100.0 

本学昨年度 44  43 97.7 2 1  50.0 

全 国 4,391  4,137 94.2 1,083 603  55.7 

 

○ ガバナンスの整備  

        ①「学長・学部長懇談会」の設置 

大学協議会と各教授会・研究科委員会による大学運営を円滑にするために、「学

長・学部長懇談会」を設置した。学長・学部長懇談会は、当面の全学的課題につい

て、大学協議会及び各教授会・研究科委員会での意思決定を合理的に行うために審

議内容を深めることを目的とする。 

構成員：学長、副学長、学部長、共通教育センター長、研究科長、ゼネラルマネ

ージャー 

②「学長・副学長会議」の設置 

喫緊の課題について対応するために、「学長・副学長会議」を設置した。学長・

副学長会議は、喫緊の課題解決のための対応策を講じる。 

構成員：学長・副学長 
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○  教育支援室の強化  

学部等における教育体制を支援するために平成 24 年６月に教育支援室を設置し

た。平成 25 年 10 月 21 日付けで「兵庫医療大学教育支援室規程」及び「兵庫医療

大学教育支援室部門内規」の一部改正が施行された。規程に基づき、教育支援室に  

「履修支援部門」、「国家試験対策支援部門」及び「チーム医療教育支援部門」の

３部門を設置し、各部門に部門長を配置した。 

「履修支援部門」の学習支援員を募集し、14 名の支援員が低学年次（1・2 学年

次）の前期試験成績不良者に対して個別面談及び勉強会を実施した。 

「国試対策部門」では高学年次（6 学年次）の支援を必要とする学生に対して合

宿を 2 回実施した。（7/8～7/12：参加者 50 名、12/2～12/6：参加者 50 名） 

 

○  オーストラリア連邦アデレード大学との学術交流に関する基本合意書を締結  

平成 26 年 3 月 31 日付でオーストラリア連邦にあるアデレード大学と学術交流

に関する基本合意書を締結した。今後、平成 26 年 8 月には兵庫医療大学の看護学

部の学生 10 名が 3 週間に渡り、アデレード大学に留学する。また、平成 27 年 2

月にはアデレード大学から 10 名の留学生が兵庫医療大学で学ぶ予定になってい

る。 

 

教育委員会
医療人育成センター運営委員会
FD委員会
図書館委員会
情報センター運営委員会
情報倫理委員会

入試運営委員会
広報委員会

リハ学部長 地域連携推進委員会
国際交流委員会
研究推進委員会
倫理審査委員会
ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理審査泉門委員会

紀要編集委員会
動物実験センター運営委員会
動物実験委員会
RI実験センター運営委員会
共同機器室運営委員会
環境安全委員会
遺伝子組換え実験安全委員会
放射線障害予防委員会
病原体等安全管理委員会

学生委員会
キャリアデザイン委員会

全学園執行 全学執行

執　　行　　対　　象　　フィ　ー　ル　ド　（教　　職　　員　　・　　学　　生　　・　学　　外　　等）

諮問・調整

（学生・生涯教育担当）
付議・報告

GM

（研究・入試・広報担当）
付議・報告 学

部
・
セ
ン
タ
ー

内
執
行

委
員
会
機
能
範
囲
内
執
行

副学長
学生部長

各学部教授会
各研究科委員会

看護学部長

付議 付議・報告
学　長

大
学
院
運
営
委
員
会

承認
共通教育センター長

副学長 諮問・調整

学
長
・
副
学
長
会
議

（教育・情報担当）
付議・報告

薬学部長 諮問
調整

答申・報告
予算委員会
キャンパス有効利用委員会
防火防災委員会

副学長
教務部長

諮問・調整

兵庫医療大学ガバナンス・機能系統図

理
事
会
・
常
務
会

大　学　協　議　会

学
長
・
学
部
長
懇
談
会

学　長
諮問

自己点検・評価委員会
将来構想委員会
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○  補助金 

１） 平成２５年度科研費（他機関における研究分担金を含む）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 

研究種目名 件数 直接経費 間接経費 交付額 

基盤研究（Ａ） 1 120 36 156 

基盤研究（Ｂ） 3 9,350 2,805 12,155 

基盤研究（Ｃ） 29 27,480 8,244 35,724 

新学術領域研究 1 1,000 300 1,300 

挑戦的萌芽研究 7 5,750 1,725 7,475 

若手研究（Ａ） 1 1,800 540 2,340 

若手研究（Ｂ） 10 11,400 3,420 14,820 

研究活動スタート支援 4 4,100 1,230 5,330 

計 56 61,000 18,300 79,300 
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Ⅲ 財務の概要  

《概要》 
１． 概要 

平成２５年度は、事業計画との整合性を保ちつつ、兵庫医科大学、兵庫医療大学

の教育・研究の充実、病院診療体制充実の目標に加え、西宮キャンパスグランドデ

ザイン実施に向け、学校法人全体の持続的投資を可能とする適正な収支差額を確保

した予算編成とすることを基本方針としました。既存予算の見直しと効率化等によ

り財源の捻出を図ることで、 

① 急性医療総合センター建設に続く西宮キャンパスグランドデザイン新教育棟の

設計着手 

② 急性医療総合センターの運営計画の着実な実行 

③ 兵庫医療大学全学部完成後の徹底した評価、自己点検の実施とそれに基づく更

なる教育・研究の適正化、運営の効率化推進および財源確保策の徹底 

④ ささやま医療センターの経営改善ロードマップの策定と実行 

という重点事項が掲げられ、当初予算がスタートしました。こうした中で、法人が

今後計画している諸事業を実行していくためには、帰属収支差額を１２億円以上維

持することが不可欠という従来からの考え方のもと、最終的に帰属収支差額１４．

９億円の予算案を決定しました。 

 このような方針の下、今年度、西宮本院では、入院・外来の患者数、診療単価お

よび手術件数が増加したものの、急性医療総合センター立ち上げに伴う減価償却費

等の増加と光熱水費の単価上昇影響を受け、前年度比黒字額が大幅減少となりまし

た。 

しかし、経費の削減を一層すすめたことと、補助金・資産運用収入の増加策等を

実施したこともあり、決算は帰属収支差額が１１．４億円のプラスとなり、予算未

達ながら、ほぼ従来からの目標並み利益水準を確保しました。 

 

 

 

※ 財務情報（消費収支計算書、資金収支計算書、賃借対照表、財産目録）について

は、ホームページの「情報の公表」の事業報告書・財務諸表の財務諸表をご参照

ください。 

http://www.corp.hyo-med.ac.jp/guide/financial_statement/ 

以上 

平成 26 年 7 月 7 日 

総務企画部 総務課 


